
�◆
東
京
◆　

自
画
自
賛
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ
の
と
こ

ろ
講
演
会
が
タ
イ
ム
リ
ー
さ
を
増
し
た
と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
中
国
テ
ー
マ
は
党
大
会
の
渦
中
で
、
政
治
テ
ー
マ
も

衆
院
解
散
公
表
の
翌
日
で
し
た
。
講
師
と
演
題
を
確
定
さ
せ
る

の
は
講
演
の
１
〜
２
ヵ
月
前
で
、
同
時
に
葉
書
に
て
ご
案
内
を

差
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
不
変
な
の
で
す

が
、
絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
か
つ
満
足
い
く
お
話
が
伺
え
る
と

な
る
と
、
裏
方
と
し
て
は
レ
ジ
ュ
メ
作
り
の
ド
タ
バ
タ
も
苦
に

な
り
ま
せ
ん
。
さ
て　

月
の
講
演
会
は
、
福
山
隆
氏（
ダ
イ
コ

１２

ー
取
締
役
、
元
陸
将
）、
浪
川
攻
氏（
東
洋
経
済
新
報
社
金
融
担

当
記
者
）、
森
田
実
氏（
政
治
評
論
家
）と
多
彩
な
う
え
、
総
選

挙
直
後
と
い
う
絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
新
会
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
風
早
努
・
山
九
顧
問
。

 

（
塚
田　
紀
史
）

　

経
済
倶
楽
部
便
り
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◆
中
部
◆　

秋
の
見
学
会
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
想
定
で

揺
れ
る
中
部
電
力
の
浜
岡
原
子
力
発
電
所
へ
行
き
ま
し
た
。
同

発
電
所
は
前
面
が
遠
浅
の
海
に
な
っ
て
お
り
、
津
波
に
脆
弱
だ

と
の
指
摘
か
ら
、　

年
５
月
に
時
の
菅
直
人
首
相
の
決
定
で
５

１１

基
の
原
子
炉
す
べ
て
が
稼
働
停
止
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

発
電
所
に
隣
接
す
る
展
望
塔
か
ら
遠
望
す
る
と
、
発
電
所
前
面

の
海
を
覆
い
隠
す
よ
う
に
海
抜　

メ
ー
ト
ル
、
長
さ
１
・
６
キ

１８

ロ
に
わ
た
る
防
波
壁
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
し
総

額
１
４
０
０
億
円
の
津
波
対
策
工
事
が
完
了
す
る
の
は　

年
末

１３

で
す
。
気
に
な
る
の
は
稼
働
再
開
の
時
期
。
前
提
と
な
る
国
の

安
全
基
準
の
作
成
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
火
力
発
電
だ
け
で
事
足

り
る
と
の
声
も
聞
か
れ
る
だ
け
に
、
中
部
電
力
の
説
明
に
も
こ

と
の
ほ
か
力
が
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

月
の
定
例
講
演
会
の
講
師
は
、『
戦
後
史
の
正
体
』
の
著

１２
者
で
元
防
衛
大
学
教
授
の
孫
崎
享
氏
、
Ｊ
Ｒ
東
海
会
長
の
葛
西

敬
之
氏
で
す
。
葛
西
氏
の
講
演
後
に
恒
例
の
年
末
懇
親
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 

（
日
暮 
良
一
）

１５２


